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本会議から付託された議案14件を審査するため、令和2年3月１0日に総務生活委員会

を開催しました。 

 

議案第１号 総社市国民保護協議会条例の一部改正について 

 
～内容～ 

 武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律の改正により、関係条文の

整備を行うもの。 

～結果～ 

質疑、討論もなく、全員一致で原案を可決すべきであると決定した。 

 

議案第 2 号 モーターボート競走の施行について 

 
～内容～ 

 社会福祉の増進、教育文化の発展、体育の振興、その他住民福祉の向上のための諸施策に

必要な財源を確保する目的で、引き続きモーターボート競走を施行しようとするもの。 

～結果～ 

質疑はなく、反対討論があり、起立採決の結果、起立多数で原案を可決すべきであると決

定した。 

～討論の内容～ 

反対討論：行政がこうしたものに参入すべきでないという立場から反対する。 

 

議案第 3 号 総社市職員の服務の宣誓に関する条例及び総社市学校職員

の服務の宣誓に関する条例の一部改正について 

 
～内容～ 

 会計年度任用職員の服務の宣誓について、任命権者が別段の定めをすることができるよう、

関係条文の整備を行うもの。 

～結果～ 

特に質疑、討論もなく、全員一致で原案を可決すべきであると決定した。 

 

議案第４号 総社市印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正について 

 
～内容～ 

 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する

法律の施行に伴い、国の印鑑登録証明事務処理要領が改正され、印鑑の登録資格が見直され

たことから、関係条文の整備を行うもの。 

～結果～ 

次のような審査の結果、全員一致で原案を可決すべきであると決定した。 

～質疑～ 

問：意思能力を有しない者とは、具体的にどういう人か。 
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答：成年被後見人や重度の認知症の人などが考えられる。 

 

 

 

議案第１２号 令和元年度総社市一般会計補正予算（第６号） 
～内容～ 

 事業の確定及び確定見込みに伴う補正が主なもの。 

～結果～ 

次のような審査の結果、本委員会の所管に属する部分は、全員一致で原案を可決すべきで

あると決定した。 

～質疑～ 

問：雪舟像等製作委託料 1,100 万円について、どのような銅像を考えているのか。 

答：大人の雪舟が立った銅像で、３ｍ前後の高さのものを考えている。 

 

 

 

同意第１号から第５号まで 固定資産評価審査委員会委員の選任に関す

る同意を求めることについて 
 

～内容～ 

本市の固定資産評価審査委員会委員について、地方税法第４２３条第３項の規定により、

市議会の同意を得て選任しようとするもの。 

～結果～ 

次のような審査の結果、いずれも全員一致で同意すべきであると決定した。 

～質疑～ 

問：選任を受ける適格要件はあるのか。 

答：兼業の禁止がある。また、固定資産台帳に登録された価格に不服がある場合、審

査委員会に審査の申出があることから、固定資産の関係に精通する者を選任してい

る。 

 

 

 

同意第 6 号 教育長の任命に関する同意を求めることについて 

   
～内容～ 

本市の教育長について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に

より、市議会の同意を得て任命しようとするもの。 

～結果～ 

 次のような審査の結果、全員一致で同意すべきであると決定した。 

～質疑～ 

問：教育長の任命について、条件はあるのか。 



 －3－ 

答：当該地方公共団体の長の被選挙権のあるもの。また、兼職の禁止がある。 

 

 

 

同意第7号及び第8号 教育委員会委員の任命に関する同意を求めるこ

とについて 

   
～内容～ 

本市の教育委員会委員について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項

の規定により、市議会の同意を得て任命しようとするもの。 

～結果～ 

 次のような審査の結果、全員一致で同意すべきであると決定した。 

～質疑～ 

問：教育長の職務代理者はどうなるのか。 

答：教育委員会の教育委員の中で、合議によって選任することになる。 

 

 

 

意見第 1 号 人権擁護委員の候補者の推薦に関する意見を求めることに 

ついて 

   
～内容～ 

市推薦の人権擁護委員の任期が令和２年6月30 日で満了することに伴い、候補者を推薦

するにあたり人権擁護委員法第６条第３項の規定により、市議会の意見を聞こうとするもの。 

～結果～ 

質疑、討論もなく、全員一致で推薦に同意すべきであると決定した。 

 


